
                  

定期（一類疾病）の予防接種実施要領 新旧対照表 

改正後 現行 

第１ 総論 

 

１～５【省略】 

 

６ 接種液 

（１）【省略】 

（２）接種液の貯蔵は、生物学的製剤基準の定める

ところによるほか、所定の温度が保たれている

ことを温度計によって確認できる冷蔵庫等を

使用する方法によること。 

   また、沈降精製百日せきジフテリア破傷風不

活化ポリオ混合ワクチン、沈降精製百日せきジ

フテリア破傷風混合ワクチン及び沈降ジフテ

リア破傷風混合トキソイドにあっては、凍結し

ないように留意すること。 

 

７～１７【省略】 

 

１８ 他の予防接種との関係 

（１）乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン、乾燥

弱毒生麻しんワクチン、乾燥弱毒生風しんワク

チン又は、経皮接種用乾燥ＢＣＧワクチンを接

種した日から別の種類の予防接種を行うまで

の間隔は、２７日以上置くこと。沈降精製百日

せきジフテリア破傷風不活化ポリオ混合ワク

チン、沈降精製百日せきジフテリア破傷風混合

ワクチン、不活化ポリオワクチン、乾燥細胞培

養日本脳炎ワクチン又は沈降ジフテリア破傷

風混合トキソイドを接種した日から別の種類

の予防接種を行うまでの間隔は、６日以上置く

こと。 

（２）【省略】 

 

第２ 各論 

１ ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎及び破傷

風の予防接種 

（１）ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎及び破
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１～５【省略】 

 

６ 接種液 

（１）【省略】 

（２）接種液の貯蔵は、生物学的製剤基準の定める

ところによるほか、所定の温度が保たれている

ことを温度計によって確認できる冷蔵庫等を

使用する方法によること。 

   また、沈降精製百日せきジフテリア破傷風混

合ワクチン、破傷風混合トキソイド及び日本脳

炎ワクチンにあっては、凍結しないように留意

すること。 

 

 

７～１７【省略】 

 

１８ 他の予防接種との関係 

（１）乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン、乾燥

弱毒生麻しんワクチン、乾燥弱毒生風しんワク

チン又は、経皮接種用乾燥ＢＣＧワクチンを接

種した日から別の種類の予防接種を行うまで

の間隔は、２７日以上置くこと。沈降精製百日

せきジフテリア破傷風混合ワクチン、不活化ポ

リオワクチン、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン

又は沈降ジフテリア破傷風混合トキソイドを

接種した日から別の種類の予防接種を行うま

での間隔は、６日以上置くこと。 

 

 

（２）【省略】 

 

第２ 各論 

１ ジフテリア、百日せき及び破傷風の予防接種 

 

【新設】 

（ 別 紙 ） 



傷風について同時に行う第１期の予防接種は、

沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポ

リオ混合ワクチンを使用し、初回接種について

は生後３月に達した時から生後１２月に達す

るまでの期間を標準的な接種期間として２０

日から５６日までの間隔を置いて３回、追加接

種については初回接種終了後１２月に達した

時から１８月に達するまでの期間を標準的な

接種期間として１回行うこと。 

（２）ジフテリア、百日せき及び急性灰白髄炎につ

いて、ジフテリア、急性灰白髄炎及び破傷風に

ついて又は百日せき、急性灰白髄炎及び破傷風

について同時に行う第１期の予防接種は、（１）

と同様とすること。 

（３）ジフテリア、百日せき及び破傷風について同

時に行う第１期の予防接種は、沈降精製百日せ

きジフテリア破傷風不活化ポリオ混合ワクチ

ン又は沈降精製百日せきジフテリア破傷風混

合ワクチンを使用し、初回接種については生後

３月に達した時から生後１２月に達するまで

の期間を標準的な接種期間として２０日から

５６日までの間隔を置いて３回、追加接種につ

いては初回接種終了後１２月に達した時から

１８月に達するまでの期間を標準的な接種期

間として１回行うこと。 

（４）ジフテリア及び百日せきについて又は百日せ

き及び破傷風について同時に行う第１期の予

防接種は、（３）と同様とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ジフテリア及び急性灰白髄炎について、百日

せき及び急性灰白髄炎について又は急性灰白

髄炎及び破傷風について同時に行う第１期の

予防接種は、（１）と同様とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設】 

 

 

 

 

（１）ジフテリア、百日せき及び破傷風について同

時に行う第１期の予防接種は、沈降精製百日せ

きジフテリア破傷風混合ワクチンを使用し、初

回接種については生後３月に達した時から生

後１２月に達するまでの期間を標準的な接種

期間として２０日から５６日までの間隔を置

いて３回、追加接種については初回接種終了後

１２月に達した時から１８月に達するまでの

期間を標準的な接種期間として１回行うこと。 

 

 

（２）ジフテリア及び百日せきについて同時に行う

第１期の予防接種は、沈降精製百日せきジフテ

リア破傷風混合ワクチンを使用し、初回接種に

ついては生後３月に達した時から生後１２月

に達するまでの期間を標準的な接種期間とし

て２０日から５６日までの間隔を置いて３回、

追加接種については初回接種終了後１２月に

達した時から１８月に達するまでの期間を標

準的な接種期間として１回行うこと。 

（３）百日せき及び破傷風について同時に行う第１

期の予防接種は（２）と同様とすること。 

【新設】 

 

 

 



（６）ジフテリア及び破傷風について同時に行う第

１期の予防接種は、沈降精製百日せきジフテリ

ア破傷風不活化ポリオ混合ワクチン又は沈降

精製百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン

を使用した時は、初回接種については生後３月

に達した時から生後１２月に達するまでの期

間を標準的な接種期間として２０日から５６

日までの間隔を置いて３回、追加接種について

は初回接種終了後１２月に達した時から１８

月に達するまでの期間を標準的な接種期間と

して１回行うこと。 

また、沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ

ドを使用した時は、初回接種については生後

３月に達した時から生後１２月に達するまで

の期間を標準的な接種期間として２０日から

５６日までの間隔を置いて２回、追加接種に

ついては初回接種終了後１２月に達した時か

ら１８月に達するまでの期間を標準的な接種

期間として１回行うこと。 

（７）ジフテリア又は破傷風の第１期の予防接種

は、（６）と同様とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）百日せきの第１期の予防接種は、（３）と同

様とすること。 

（４）ジフテリア及び破傷風について同時に行う第

１期の予防接種は、沈降精製百日せきジフテリ

ア破傷風混合ワクチンを使用した時は、初回接

種については生後３月に達した時から生後１

２月に達するまでの期間を標準的な接種期間

として２０日から５６日までの間隔を置いて

３回、追加接種については初回接種終了後１２

月に達した時から１８月に達するまでの期間

を標準的な接種期間として１回行うこと。 

また、沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ

ドを使用した時は、初回接種については生後

３月に達した時から生後１２月に達するまで

の期間を標準的な接種期間として２０日から

５６日までの間隔を置いて２回、追加接種に

ついては初回接種終了後１２月に達した時か

ら１８月に達するまでの期間を標準的な接種

期間として１回行うこと。 

 

 

（５）ジフテリアの第１期の予防接種は、沈降精製

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチンを使

用した時は、初回接種については生後３月に達

した時から生後１２月に達するまでの期間を

標準的な接種期間として２０日から５６日ま

での間隔を置いて３回、追加接種については初

回接種終了後１２月に達した時から１８月に

達するまでの期間を標準的な接種期間として

１回行うこと。 

また、沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ

ドを使用した時は、初回接種については生後

３月に達した時から生後１２月に達するまで

の期間を標準的な接種期間として２０日から

５６日までの間隔を置いて２回、追加接種に

ついては初回接種終了後１２月に達した時か

ら１８月に達するまでの期間を標準的な接種

期間として１回行うこと 

（６）破傷風の第１期の予防接種は（５）と同様と

すること。 

（７）百日せきの第１期の予防接種は、沈降精製百

日せきジフテリア破傷風混合ワクチンを使用



 

 

 

 

 

 

 

（９）急性灰白髄炎の予防接種は、沈降精製百日せ

きジフテリア破傷風不活化ポリオ混合ワクチ

ンを使用した時は、初回接種については生後３

月に達した時から生後１２月に達するまでの

期間を標準的な接種期間として２０日から５

６日までの間隔を置いて３回、追加接種につい

ては初回接種終了後１２月に達した時から１

８月に達するまでの期間を標準的な接種期間

として１回行うこと。 

また、不活化ポリオワクチンを使用したとき

は、初回接種については、生後３月に達した

時から生後１２月に達するまでの期間を標準

的な接種期間として、２０日以上の間隔を置

いて３回行うこと。 

（10）第１期の予防接種の初回接種においては、沈

降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポリ

オ混合ワクチン、沈降精製ジフテリア百日せき

破傷風混合ワクチン又は沈降ジフテリア破傷

風混合トキソイドのうちから、使用するワクチ

ンを選択することが可能な場合であっても、同

一種類のワクチンを必要回数接種すること。 

（11）第１期の予防接種の初回接種においては、発

熱等の予防接種不適当要因により、２０日から

５６日までの間隔で、接種が実施できなかった

者については、その要因が解消された後、政令

で定める接種の期間内に、速やかに実施した場

合、当該接種間隔を越えて接種したとしても、

接種間隔内における接種とみなすこととして

おり、定期予防接種として取り扱うものとす

る。 

（12）ジフテリア及び破傷風について同時に行う第

２期の予防接種は、沈降ジフテリア破傷風混合

トキソイドを使用し、１１歳に達した時から１

し、初回接種については生後３月に達した時か

ら生後１２月に達するまでの期間を標準的な

接種期間として２０日から５６日までの間隔

を置いて３回、追加接種については初回接種終

了後１２月に達した時から１８月に達するま

での期間を標準的な接種期間として１回行う

こと。 

【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）第１期の予防接種の初回接種においては、沈

降精製ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチ

ンと沈降ジフテリア破傷風混合トキソイドの

いずれも使用することが可能な場合であって

も、同一種類のワクチンを必要回数接種するこ

と。 

 

（９）第１期の予防接種の初回接種においては、発

熱等の予防接種不適当要因により、２０日から

５６日までの間隔で、接種が実施できなかった

者については、その要因が解消された後、政令

で定める接種の期間内に、速やかに実施した場

合、当該接種間隔を越えて接種したとしても、

接種間隔内における接種とみなすこととして

おり、定期予防接種として取り扱うものとす

る。 

（10）ジフテリア及び破傷風について同時に行う第

２期の予防接種は、沈降ジフテリア破傷風混合

トキソイドを使用し、１１歳に達した時から１



２歳に達するまでの期間を標準的な接種期間

として１回行うこと。 

（13）ジフテリア又は破傷風の第２期の予防接種

は、（12）と同様とすること。 

（14）ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎又は破

傷風のいずれかの既罹患者においては、既罹患

疾病以外の疾病に係る予防接種のために既罹

患疾病に対応するワクチン成分を含有する混

合ワクチンを使用することを可能とする。 

   ただし、第２期の予防接種に使用するワクチ

ンは沈降ジフテリア破傷風混合トキソイドの

みとする。 

（15）急性灰白髄炎の予防接種については、次のこ

とに留意すること。 

ア 急性灰白髄炎の予防接種の対象者について

は、原則として、平成２４年９月１日より前の

接種歴に応じた接種回数とすることから、予防

接種台帳による確認や保護者からの聞き取り

等を十分に行い、接種歴の把握に努める必要が

あること。 

イ 平成２４年９月１日より前に経口生ポリオ

ワクチンを１回接種した者については、平成２

４年９月１日以降は、急性灰白髄炎の初回接種

を１回受けたものとみなす。なお、平成２４年

９月１日より前に経口生ポリオワクチンを２

回接種した者は、定期の予防接種として受ける

ことはできないこと。 

ウ 平成２４年９月１日より前に海外等で不活

化ポリオワクチンの接種を受けた者は、医師の

判断と保護者の同意に基づき、既に接種した回

数分の急性灰白髄炎の初回接種を受けたもの

としてみなすことができること。 

エ 不活化ポリオワクチンの接種方法について

は、平成２４年９月から一定期間（３年程度）

経過後は、２０日から５６日までの間隔を置い

て接種することとする予定であること。 

オ 現在、ワクチン製造業者による国内臨床試験

を実施中であり、４回接種（追加免疫）後の有

効性、安全性が確認され、添付文書が改訂され

れば、追加接種（１回）についても定期の予防

２歳に達するまでの期間を標準的な接種期間

として１回行うこと。 

（11）ジフテリア又は破傷風の第２期の予防接種

は、（10）と同様とすること。 

（12）ジフテリア、百日せき又は破傷風のいずれか

の既罹患者においては、既罹患疾病以外の疾病

に係る予防接種のために既罹患疾病に対応す

るワクチン成分を含有する混合ワクチンを使

用することを可能とする。 

   ただし、第２期の予防接種に使用するワクチ

ンは沈降ジフテリア破傷風混合トキソイドの

みとする。 

【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



接種として実施する予定である。 

 

【削除】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 麻しん又は風しんの予防接種 

（１）～（４） 【省略】 

 

３ 日本脳炎の予防接種 

 

 

２ 急性灰白髄炎の予防接種 

（１）対象者 

ア 急性灰白髄炎の予防接種は、不活化ポリオワ

クチンを使用し、初回接種については、生後３

月に達した時から生後１２月に達するまでの

期間を標準的な接種期間として、２０日以上の

間隔を置いて３回行うこと。 

イ 原則として、平成２４年９月１日より前の接

種歴に応じた接種回数とすることから、予防接

種台帳による確認や保護者からの聞き取り等

を十分に行い、接種歴の把握に努めること。 

（２）対象者の特例 

ア 平成２４年９月１日より前に経口生ポリオ

ワクチンを１回接種した者については、平成２

４年９月１日以降は、急性灰白髄炎の初回接種

を１回受けたものとみなす。なお、平成２４年

９月１日より前に経口生ポリオワクチンを２

回接種した者は、定期の予防接種として受ける

ことはできない。 

イ 平成２４年９月１日より前に海外等で不活

化ポリオワクチンの接種を受けた者は、医師の

判断と保護者の同意に基づき、既に接種した回

数分の急性灰白髄炎の初回接種を受けたもの

としてみなすことができる。 

（３）今後の予定 

ア 平成２４年９月から一定期間（３年程度）経

過後は、２０日から５６日までの間隔を置いて

接種することとする予定である。 

イ 現在、ワクチン製造業者による国内臨床試験

を実施中であり、４回接種（追加免疫）後の有

効性、安全性が確認され、添付文書が改訂され

れば、追加接種（１回）についても定期の予防

接種として実施する予定である。 

 

３ 麻しん又は風しんの予防接種 

（１）～（４） 【省略】 

 

４ 日本脳炎の予防接種 



（１）～（４） 【省略】 

 

４ 結核の予防接種 

（１）～（３） 【省略】 

 

様式第一～第六 【省略】 

 

（１）～（４） 【省略】 

 

５ 結核の予防接種 

（１）～（３） 【省略】 

 

様式第一～第六 【省略】 

 

 


